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１．専門窓口

・就職氷河期世代を含む中高年対象

者は35歳以上～5９歳以下

・就労経験や正社員就労が少ない、短期

就労が多い方を支援

・専門相談員による応募までの準備か

ら就職後の支援まで一体支援
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２．登録状況

・令和7年度登録状況

女性の登録者が多い

年齢別では40代、50代が多い

・令和7年度就職状況

就職者の正社員率は9割弱

40代の正社員率がやや高い

・職場定着状況（令和７年度上期就職）

6か月後の定着率は30代～40歳代

がやや高い

➀登録状況（R7.4～R8.3）

男 女 計

50 104 154

（年代別内訳）

30代 40代 50代 計
35 58 61 154

➁就職状況（R7.4～R8.3）

男 女 計
27 63 90

（年代別内訳）

30代 40代 50代 計
19 30 41 90

➂職場定着状況(R7.4～R7.9紹介就職者（50人）

 6か月後の在職者32人（定着率64.0％）

登録者数

紹介就職者数

            ミドル世代活躍支援コーナー登録状況
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３．求職者への個別支援

・基本的には６ヶ月間、求人情報提供・応募書類作成・面接対策等実施し、

採用から定着までの支援

・担当者制による個別支援

⇒求職者の気持ち・状態に寄り添った支援が必要

自己分析 条件決定 求人選択 書類作成 面接対策 就職
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４．求人者の状況
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・中高年層（ミドルシニア）歓迎と表示

する求人

人手不足分野(介護・警備・建設・

運輸)が多い傾向。

※事務系希望の求職者が多い

・即戦力を求める企業が多く、実務経験

等を求められる
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５．各種セミナー
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・月5回程度の定期開催

・職業適性検査など４種類は

毎月実施

・その他セミナー

VPI職業興味検査

ストレスケア

ポジティブリフレーミング

企業説明会 等



６．困難事例と課題
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・自信がなく、自身を過小評価するケース

・自身を過大評価するケース

・採用後に早期退職するケース

・経験や資格が無いとの自覚はあるも、訓練や資格取得への一歩が踏

み出せないケース。

困難事例

課題

・求職者の希望条件に合った中高年層（ミドルシニア）歓迎求人

の確保

・発達障害やうつ病の疑いがある求職者の関係機関への誘導。


